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§ 学長の挨拶 

  現在我が国は，急速なグローバル化や少子高齢化などの課題に直面し，これまでには経験したことのない

混沌の時代をむかえています。特に法人化した国立大学では，教育・研究機能の再評価に加え，更なる大学

組織の改革やガバナンスの強化も求められています。文部科学省や政府関係機関（教育再生実行会議など）

からは，「国立大学のミッション再定義」「大学教育の在り方（第三次提言）」など，大胆な施策が相次いで提

示される一方で，運営費交付金は年々縮小され，財務・運営面とも厳しい状況が続いています。 

 このような世相の中，富山大学も新たな歩みを進めています。国立大学時代の伝統的特性や統合故の課題

があり，本学の現状について同窓生や学外関係の皆様から様々なご指摘ご批判もいただいております。私ど

もは，このような厳しい声は本学への期待感の裏返しでもあり，貴重なアドバイスと受け止め，富山大学の

継続的発展に向け取り組みを続けてまいります。皆様におかれましては，旧来の国立大学という既成概念に

とらわれる事なく，現在の富山大学の取り組みを直視していただき，忌憚のないご批判，そしてご指導ご支

援をお願いしたいと存じます。 

 

§ 富山大学基金寄附者御芳名板を設置 

8 月 30 日、富山大学基金寄附者御芳名板を富山大学事務局１階玄関ホールに設置いたしました。 

 学生支援や教育研究支援等の一層の充実を図るため、「富山大学基金」にご寄附いただきました方への謝意 

を表すため、大学として「富山大学基金銘板」に刻み、末永く顕彰させていただくものです。 

平成２４年度分寄附者は、個人１，１２４名、法人等１３団体でした。うちホームページへの御芳名掲載に 

承諾いただいた、個人５３７名、法人等８団体を掲載しました。 

ご寄附、ありがとうございました。            

◎ 富山大学基金受入状況（平成２５年９月末現在）    【設置場所の事務局玄関ホール】  

 区   分 件  数 金  額（円） 

 役員・教職員 104 4,751,000 

 元教職員 94 4,725,000 

 在学生 14 130,000 

 同窓会 1,030 21,556,080 

 保護者・一般 26 265,000 

 法人等 16 5,570,584 

   計 1,284 36,997,664 

(YＫＫ富山大学同窓会受入（同窓会の内数） ５１件 １，７４５，０００円） 

富山大学基金の募集案内にあたり、富山大学同窓会連合会及び各学部同窓会のご協力とご支援を賜りまし

たこと厚く御礼申し上げます。 

 

§ 富山大学基金 

  富山大学基金は、昨年８月から募金を開始いたしました。学内の教職員はもとより、名誉教授の先生方、

事務職員の OB・OG の皆様方並びに同窓会連合会のご協力の下、各学部の同窓会の皆様方のご理解とご協力

によりまして平成２５年９月末現在の寄附件数は、１，２８４件、基金総額は、約３，７００万円であります。 

  皆様方からご寄附をいただいた基金を有効に活用するために、基本財産の目標額１億円を目指して引き続

き、頑張って行きたいと思います。また、何かお問い合わせがある場合は、下記の富山大学基金事務室にご

照会願います。 
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